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あなたの街に、くらしに、

いちばん寄り添える宅配をめざして。

コープぎふは組合員の皆さんからの出資金をもとに事業を
運営しています。この出資金は、商品お届けに関わることや
店舗・施設などのために活用されています。止むを得ないご
事情で出資金の一部の返還を希望される場合は、担当者ま
たは最寄の宅配事業所、店舗までご連絡ください。
（減資後の出資金は、一口1,000円以上を残していただく必要があります）

タノモッ
トに

込めた
想い

３つの価値から、｢私たちのくらし､住む街のことを一番わかっているコープ｣
という価値にフォーカスし､宅配ブランド名を｢タノモット｣にしました。

――さまざまな商品を通じて､忙しいときでも家族の定番やお気に入りとしてくらしに寄り添っていたい。
――地元の生産者さんと協力し､地域のおいしいものや文化を大切にしながら､未来のくらしにつながるいい循環をつくりたい。
――地域をめぐる職員一人ひとりの熱意と工夫で､だれからも頼りにされて､もっとたのしみに待ってもらえる宅配をめざしたい。

もっとおいしく､もっと便利に｡私たち｢タノモット｣は想いを新たに走り出します。

コープぎふ･あいち･みえの 　　　　　　　　　　が９月から変わりました

コープの
賢い使い方

社会貢献する
消費

地域のおいしさと
便利さを支える
好循環

信頼
できるところから
買いたい
顔の見える
信頼の宅配

箱の形をした
不思議な
生き物――
タノモット

申請期間と返還スケジュール

翌年4月中旬

コープぎふを脱退される場合、
出資金を全額返還いたします。
毎年12月20日までの受付分を、
翌年4月中旬に返還いたします。
※県外への転居や組合員ご本
　人の死亡等の場合は、商品
　代金のご精算完了後に随時
　の返還となります。

毎年10月1日から12月20日まで
減資申請受付期間

返還時期

家族の定番を
賢くおまかせ

宅配サービスの名称

出資金減資についてのお知らせ

実に35年ぶりに長良川鵜飼に行きました！実際に見るのはテレビなどで見るのとは違いますね。
暑かったですけど、それ以上に良い思い出ができました。
（40代／岐阜市 かめははさん）

わたしの

ひとこと
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6月期決算について承認しました 単位：百万円
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ミャンマーで発生した地震を受け、日本ユニセフ協会が緊急募金
を呼びかけました。日本生協連からも情報提供があり、店舗では
4月21日～5月31日まで、宅配では5月2週～6月2週まで募金活
動を実施しました。

◆期間中の募金金額について
　①店舗等での募金箱で受付分　　 20,560円
　②宅配の注文用紙で受付分　　1,094,700円

期間中に集まった募金1,115,260円については、岐阜県ユニセフ
協会を通じて日本ユニセフ協会に送付しました。

「ミャンマー地震緊急募金」の結果について3

令和7年2月26日に岩手県大船渡市で山林火災が発生しました。
日本生活協同組合連合会からの「岩手県大船渡市山林火災支援募
金」の呼びかけを受け、店舗では3月15日～5月11日、宅配では4月
3週～5月3週の期間にて募金に取り組みました。
期間中に集まった募金3,747,891円を岩手県生協連に送金したこ
とを報告します。

送金額の内訳は以下の通りです。
　①店舗等での募金箱およびレジ募金での受付分　166,091円
　②宅配の注文用紙で受付分　　　　　　　　   3,581,800円

岩手県大船渡山林火災支援募金について2

第２０集

戦争体験聞き書き作文募集

主催：生活協同組合コープぎふ　共催：岐阜新聞社、岐阜放送　後援：岐阜県、岐阜県教育委員会、岐阜県原爆被害者の会

平和の大切さを後世に残すため、戦争および戦時下のくらしを「戦争体験聞き書き」という形で募集します。

募集内容 応募方法・問い合わせ

ご家族やお知り合いの方から
聞いた戦争体験の聞き書き

次世代の主人公である子ども
たちの平和への想い

戦争を経験された方の体験談

戦争体験をお話しされた方の氏名
（ふりがな）・年齢、聞き書き者の氏
名（ふりがな）・年齢・郵便番号・住
所・電話番号を明記の上、下記ま
でご応募ください。

〒509-0197
各務原市鵜沼各務原町1-4-1
生活協同組合コープぎふ
機関運営・くらしの活動部
「戦争体験聞き書き」作文募集係
TEL：058-370-6873

戦争体験聞き書き第
19集より一部抜粋

※投稿された作文はコープぎふ、岐阜新聞の広報媒体にて掲載・活用させていただく場合があります。

まで

募集期間9/30 火

　わたしがそのころ住んでいたところは、広島県呉市の
中心部で、山々に囲まれ温暖な住宅地域でしたが、戦争
がはじまると一変しました。わたしは当時小学校1年生で
した。戦争が激しくなってくると、学校に行ってもすぐ空襲
警報が鳴ると走って自宅へ帰り、近くの山に掘ってある防
空壕に逃げ込み、避難していました。だからとても勉強ど
ころではありませんでした。遊ぶこともできませんでした。
　今でも世界の各地で戦争が続いていますが、一日も早
くやめて世界のみんなが「平和な生活」を送るべきです。

テーマ① 戦争体験聞き書き

テーマ② 私の平和への想い

テーマ③ 戦争体験談

※ご自身で書かれることが困難な
　方は、担当者が体験談を聞き取り
　し文章に書き起こします。問い合
　わせ先までご連絡ください。

※応募作品の返却はいたしません。
※作品は他の出版物などに応募していないものに限ります。

6月度事業結果 6月実績 予算差

2,543 -71商品の供給高

2,627 -69総事業高

551 -15事業経費

76 14

累計実績

7,205

7,432

1,614

121

予算差

-136

-137

-25

12経常剰余金

53 9 85 ７当期剰余金

出資金 50億4,404万円　一人当り出資金 19,101円
組合員数 264,069名　計画比 99.8％（加入876名）

対象・応募条件

【小学生の部】８００字程度【中学生以上の部】２０００字程度
岐阜県内に在住 またはお勤めの方

今年度は総代になって、もう１年経ちました。いろいろ生協について勉強させていただきましたし、人とのつながりも増えました。
せっかくなので、もう1年続けようかと思います。

（70代／各務原市 まみちゃんさん）

わたしの

ひとこと


